
　1月10日、ふれあい文化センターで「春日市成人式」を行いました。今年は
市内から1235人が新成人に。当日は雪がちらつく寒さの中、983人が出席
し、旧友との再会を喜ぶ様子が見られました。
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市
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け
を
市
役
所
で

行
い
ま
す
。対
象
者
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象

▽
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
居
住

し
て
い
る
人
で
、平
成
22
年
中
に
収
入
の

あ
っ
た
人

▽
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

※　

こ
れ
ら
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
で

も
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
、ま
た

は
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
い
人
で
勤

務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
て
い
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

期
間　
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫（
平
日

の
み
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、午
後

１
時
〜
４
時

場
所　
市
役
所
２
０
７
会
議
室

※　

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、郵
送
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
。

申
告
書
の
配
布
場
所

▽
税
務
課（
市
役
所
１
階
）

▽
西
出
張
所（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
１
階
）

申
告
に
必
要
な
物

▽
所
得
が
分
か
る
書
類（
給
与
や
年
金
の
源

泉
徴
収
票
な
ど
）

▽
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類（
社
会
保
険
料・

生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
、医
療

費
の
領
収
書
な
ど
）

▽
印
鑑

○
確
定
申
告
も
行
え
ま
す

　

収
入
が
年
金
や
給
与
の
み
で
、身
体
が

不
自
由
な
た
め
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
で

申
告（
相
談
）が
困
難
な
人
は
、市
県
民
税
申

告
期
間
中
、市
役
所
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○筑紫税務署による確定申告相談会場
期間　1月31日㈪〜 3月31日㈭（平日のみ）
※　所得税、贈与税の確定申告の受け付けは3月15
日㈫までです。
時間　午前9時〜午後4時
場所　イオンモール筑紫野2階イオンホール（筑紫

野市立
りつみょうじ
明寺434 ｰ 1）

※　例年、3月に入ると確定申告会場の窓口は大変
混み合います。早めに申告と納税を済ませてくだ
さい。
　なお、申告会場設置期間中、筑紫税務署では完成
した申告書の提出は受け付けますが、申告相談は
行いません。

○税理士会による申告相談センター
期間　2月1日㈫〜 3月15日㈫（平日のみ）
時間　午前9時〜午後3時30分
場所　福岡ビル9階大ホール（福岡市中央区天

てんじん
神1 ｰ

11 ｰ17）
※　譲渡所得、贈与税の相談は受け付けていません。
■所得税の還付申告ができる場合
▷金融機関などから住宅ローンの融資を受けてマイ
ホームを取得した
▷病気や出産などで、多額の医療費を支払った
▷火災や風水害、盗難などによる被害を受けた
▷年の途中で退職し、再就職していない
※　確定申告書は、国税庁のホームページ「確定申告書
等作成コーナー（ http://www.nta.go.jp）」でも作
成できます。また、「確定申告書等作成コーナー」で作
成した申告データをそのまま送信できるe-Taxは、自
宅にいながら申告を済ま
せることができます。詳
しくはe-Taxホームページ
（ http://www.e-tax.nta.
go.jp）を見てください。
問い合わせ先　筑紫税務署

（923）1400

　
平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金
基

金
の
掛
金
は
、そ
の
年
の
所
得
税
や
市

県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。確
定
申
告
の
際
は
、領
収
書

や
納
付
証
明
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
の
機
会
に
納
め
忘
れ
が
な

い
か
、確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」に
つ
い
て

　

控
除
証
明
書
は
昨
年
11
月
に
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、平
成

22
年
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納
付

し
た
人
は
、２
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

紛
失
な
ど
で
再
発
行
が
必
要
な

場
合
は
、専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※　

Ｉ
Ｐ
電
話・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
人
は

０
３（
６
７
０
０
）１
１
３
０
へ

か
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　

（
５
５
２
）６
１
２
８

　

（
５
４
１
）７
６
４
９

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

確定申告に関するお知らせ
市
県
民
税
申
告
が
始
ま
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課 

市
民
税
担
当

　
　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１　

（
５
８
４
）１
１
４
１



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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市
は
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」お
よ
び
、緑
を
守
り
育
て
て
い

く
た
め
の
指
針
と
な
る「
緑
の
基
本
計

画
」を
、平
成
13
年
３
月
に
計
画
期
間

を
20
年
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、こ
れ
ら
の
計
画
に
沿
っ

て
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、策
定
か
ら
10
年
目

を
迎
え
、社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を

踏
ま
え
、計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
関
し
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
改
訂
の
原
案
を
公
表
し
、皆
さ

ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表・
意
見
提
出
期
間　

２
月
１
日

㈫
〜
22
日
㈫

公
表
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）、都
市
計
画

課（
市
役
所
３
階
）

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し

て
い
ま
す
。

意
見
書
提
出
方
法　

期
間
内
に
、郵

便（
必
着
）、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
都
市
計

画
課
窓
口
で
住
所
ま
た
は
通

勤
・
通
学
先
、氏
名（
団
体
名
）

を
明
記
し
提
出
す
る

※　

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

は
、原
案
へ
の
反
映
内
容
を
、後
日

公
表
す
る
予
定
で
す
。

意
見
書
提
出
先　
都
市
計
画
課
計
画

担
当
・
公
園
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

tosi@
city.kasuga.fukuoka.jp

「都市計画マスタープラン」および「緑の基本計画」改訂（原案）
皆さんの意見を募集します

都市計画課 計画担当・公園担当 　 （584）1111 （584）1143

「都市計画マスタープラン」とは
　法律（都市計画法）での正式名称は、「市町
村の都市計画に関する基本的な方針」です。
　「都市計画マスタープラン」は、住民に最も
近い立場にある市町村が、その創意工夫のも
とに住民の意見を反映し、まちづくりの具体
性ある将来ビジョンを確立し、地区別のある
べき「まち」の姿を示したものです。

「緑の基本計画」とは
　法律（都市緑地法）での正式名称は、「市町
村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基
本計画」です。
　「緑の基本計画」は、都市の「緑」全般に関
する計画として市町村が住民の意見を反映
し、「緑豊かなまち」の姿を示したものです。

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、性
別
に
関

わ
り
な
く
、そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
、市
は
平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
の

行
動
計
画
で
あ
る「
第
２
次
春
日
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
原
案
を
公
表
し
、皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表・
意
見
提
出
期
間　

２
月
３
日
㈭
〜
16

日
㈬

公
表
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所

２
階
）、人
権
男
女
共
同
参
画
課（
市

役
所
４
階
）

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま

す
。

意
見
書
提
出
方
法　

期
間
内
に
、郵
便（
必

着
）、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
人
権
男
女
共
同
参
画
課
窓
口

で
住
所
ま
た
は
通
勤
・
通
学
先
、氏
名

（
団
体
名
）を
明
記
し
提
出
す
る

※　

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
個

別
の
対
応
は
し
ま
せ
ん
が
、プ
ラ
ン
策
定

に
お
け
る
検
討
材
料
と
し
、原
案
へ
の
反

映
内
容
を
、後
日
公
表
す
る
予
定
で
す
。

意
見
書
提
出
先　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

jinken@
city.kasuga.fukuoka.jp

第2次春日市男女共同参画プラン（原案）
皆さんの意見を募集します

人権男女共同参画課 　 （584）1111 （584）1153
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公
的
個
人
認
証（
電
子
証
明
書
）を
利
用

し
、国
税
の
電
子
申
告（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）

な
ど
公
的
機
関
へ
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

取
得
に
必
要
な
物

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

▽
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書（
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

費
用　
５
０
０
円

有
効
期
間　
取
得
の
日
か
ら
３
年
間

利
用
に
必
要
な
物

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン

▽
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

市
民
課
受
付
戸
籍
担
当（
市
役
所

１
階
）

公的個人認証サービス
利用してください

市民課 受付戸籍担当 　 （584）1111 （584）1141

ふれあい文化センター
使用できる部屋が

増えました
　ふれあい文化センター新館2階の奴
国展示館跡に、「中研修室」と「多目的室
C」をつくりました。
　「中研修室」は、75人が利用できる講
義室タイプの部屋で、「多目的室C」は、
壁面鏡やレッスンバーを備えたフロー
リングの部屋です。
　2月1日㈫から利用できます。
問い合わせ先　文化振興課総務担当

（584）3366　 （501）1669

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進

に
関
す
る
こ
と
や
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
に
関
す
る
こ
と
を
調
査
・
審
議
す
る

「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
関
心
と

熱
意
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
20
歳（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

以
上
の
市
民

※　

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

任
期　
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）

会
議
開
催
回
数　
年
４
回
程
度

報
酬　
会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５
０
０

円（
別
途
費
用
弁
償
と
し
て

１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　
２
人

応
募
方
法　

２
月
10
日
㈭
〜
25
日
㈮（
消

印
有
効
）に
、申
込
書
と
小
論
文

「
私
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画
社

会
」（
８
０
０
字
程
度
）を
提
出
す

る（
郵
送
可
）

※　

申
込
書
は
、人
権
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
４
階
）に
置
い
て
い
ま
す
。ま

た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

応
募
先　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

春日市男女共同参画審議会
市民委員を募集します

人権男女共同参画課 　 （584）1111 （584）1153

春
日
市
民
図
書
館
で
は
、春
日

市
に
関
す
る
資
料
を「
郷
土

資
料
」と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、郷
土
資
料
は
一
般
の
流
通

ル
ー
ト
に
の
ら
な
い
入
手
困
難
な
も

の
も
多
く
、寄
贈
が
収
集
の
重
要
な

手
段
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
資
料
は
、郷
土
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、貴
重
な
資
料
と
し
て
永
く
保
存

し
ま
す
。

　

各
種
団
体
や
個
人
で
所
有
し
て
い

る
郷
土
資
料
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
寄
贈

し
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
春
日
市
お
よ
び
春
日
市
に
関

わ
る
人
物
に
つ
い
て
の
図

書
、文
献
、そ
の
他
の
資
料

※　

雑
誌
、新
聞
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

地
図
、視
聴
覚
資
料
な
ど
も
含
み

ま
す
。

部
数　
２
部

※　

発
行
部
数
に
余
裕
が
な
い
場
合

や
古
い
資
料
な
ど
の
場
合
は
、協

力
し
て
も
ら
え
る
範
囲
で
構
い
ま

せ
ん
。

寄
贈
方
法　

直
接
市
民
図
書
館（
大

谷
６
ー
24
）に
持
参
す
る

※　

寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
取
扱
方
法

は
、原
則
と
し
て
当
館
が
決
定
し

ま
す
。

郷土資料寄贈のお願い
ご協力ください

春日市民図書館 　 （584）4646 （584）3900
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近
年
、子
ど
も
の
ラ
イ
タ
ー
使
用
に
よ
る
火

遊
び
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、平
成
22
年
11
月
に

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、平
成
23
年
9
月
27
日
以
降
は
安
全
対
策
を

施
し
た
ラ
イ
タ
ー
以
外
は
販
売
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
ラ
イ
タ
ー
が
多
量

に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、す
で
に
全
国
の

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
、ラ
イ
タ
ー
を
原
因
と
す
る

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
火
災
事
故
を
防
ぎ
、収
集
作
業
員

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ラ
イ
タ
ー
を
処

分
す
る
際
は
以
下
の
手
順
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
タ
ー
の
処
分
方
法

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、操
作

レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。着
火
し
た
場
合
は
す

ぐ
に
吹
き
消
す
。

②
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ
で
、押
し
下

げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
固
定
す
る
。

※　

｢

シ
ュ
ー｣

と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ
ば
、ガ
ス

が
噴
出
し
て
い
ま
す
。聞
こ
え
な
い
場
合
は
、

炎
調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向
い
っ
ぱ
い
に

動
か
し
て
く
だ
さ
い
。

③
レ
バ
ー
を
固
定
し
た
状
態
で
、周
囲
に
火
の
気

が
な
く
風
通
し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら
１
日

置
く
。

④
着
火
し
な
い
こ
と

を
確
認
し
、水
に
つ

け
た
後
、｢

燃
え
る

ご
み｣

で
出
す
。

ライターは適切に処分しましょう
全国で火災事故が起きています

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

後期高齢者の健康診査について
　後期高齢者医療制度の被保険者を対象に、健康診査を
実施しています。該当する人には、平成23年3月末まで受
診できる受診票を送付しています。
　平成22年4月から現在に至るまで受診していない人
は、指定医療機関などで受診してください。
自己負担額　500円
持ってくる物　保険証と広域連合が郵送した受診票
※　指定医療機関は、同封した一覧表に記載しています。
　なお、受診票をなくした人は再発行しますので、問い
合わせてください。

問い合わせ先　福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合
わせセンター
（651）3111　 （651）3901

後期高齢者医療に関する
不審電話にご注意を

　現在、福岡県各地で、後期高齢者医療に関する
不審電話が相次いでいます。
　内容は、市職員を装った人が、医療費などの還
付金があると言って口座番号などの個人情報を
聞きだしたり、銀行のATMで機器を操作するよ
う指示したりするものです。
　このような不審な電話があった場合、すぐに
相手の言うことを聞かず、相手の部署、氏名を確
認し、市役所へ問い合わせてください。
問い合わせ先　国保年金課医療担当

（584）1111　 （584）1141

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期

間
に
加
入
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、障
害
基
礎
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
障
が

い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
、福
祉

的
措
置
と
し
て「
特
別
障
害
給

付
金
制
度
」が
平
成
17
年
４
月

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、忘
れ
ず

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
条
件
に
該
当
す
る

人
で
、当
時
、任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、障
害
基
礎
年
金

１
級
、２
級
相
当
の
障

が
い
に
該
当
す
る
人

▽
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ

た
学
生

▽
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ

た
被
用
者（
厚
生
年
金
、共
済

組
合
な
ど
の
加
入
者
）の
配

偶
者

※　

65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日

ま
で
に
当
該
障
害
状
態
に

あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

特別障害給付金
請求漏れはありませんか

国保年金課 年金担当 　 （584）1111 （584）1141
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家庭児童相談員（嘱託）

市
の
嘱
託
職
員
ま
た
は
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
人
を
募
集

し
ま
す
。詳
し
く
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
先
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

各種市嘱託・臨時職員
募集します

業務内容　18歳までの子どもまたはその保護者
からの相談対応業務など

対象　次のいずれかの条件に該当する人
①大学などにおいて、児童福祉、社会福祉、児童学、
心理学、教育学、社会学を専修する学科またはこ
れらに相当する課程を修めて卒業した
②社会福祉主事として、2年以上児童福祉業務に
従事した
③前述の①、②に準ずる人で家庭児童福祉の増進
に関し理解と熱意を有し、相談員として必要な
知識経験を有する

任用期間　4月1日〜平成24年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（土曜日の勤務あり）

勤務時間　午前8時30分〜午後6時のうち7時間
30分（途中45分の休憩あり）

勤務場所　子育て支援センター
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険
あり、賞与・交通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　面接
応募方法　2月7日㈪（必着）までに、履歴書、作文
「私が出会った支援を必要とする子どもたち」
（800字程度）を提出する（郵送可）

応募先　子育て支援センター（〒816ｰ0863須玖
南2ｰ120すくすくプラザ内）

業務内容　母子保健業務および成人保健業務
対象　保健師免許を有する人
任用期間　3月1日〜31日（更新の可能性あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時（途中45分の休憩あり）
勤務場所　いきいきプラザ（昇町1ｰ120）
報酬　月額19万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　書類審査、面接
応募方法　2月14日㈪（必着）までに、履歴書と保健師免許
証（写し）を提出する（郵送可）

応募先　健康課保健指導担当（〒816ｰ0851昇町1ｰ120い
きいきプラザ内）

問い合わせ先　子育て支援センター
（584）1010 （584）7739

問い合わせ先　健康課 保健指導担当
（501）1134 （501）0051保健師（嘱託）

業務内容　通常保育、障がい児保育など保育に関する業務、
保育室などの清掃

対象　保育士証を有する人
任用期間　4月1日〜9月30日（勤務状況などにより平成
24年3月31日まで更新）

勤務日数　週5日（月〜金曜日、ただし一部土曜日勤務
あり）

勤務時間　午前8時〜午後7時のうち7時間45分（途中45
分の休憩あり）

※　交代で時差出勤となります。

勤務場所　昇町保育所（昇町3ｰ159）、須玖保育所（須玖南2
ｰ120すくすくプラザ内）

報酬　日額6600円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・交
通費支給なし）

募集人員　保育所ごとに若干名
選考方法　書類審査、面接
応募方法　2月15日㈫（必着）までに、履歴書と保育士証（写
し）を提出する（郵送可）

応募先　こども未来課保育所担当（〒816ｰ8501春日市
役所）

問い合わせ先　こども未来課 保育所担当
（584）1111 （584）1115市立保育所保育士（臨時）
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業務内容　障がい者の健康相談・生活指導・障害程度区分認
定調査など

対象　保健師免許と普通自動車運転免許（AT限定可）を有
する人

任用期間　4月1日〜平成24年3月31日（勤務成績良好な
場合、任用期間1年更新の可能性あり）

勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時（途中45分の休憩あり）
勤務場所　春日市役所

報酬　月額20万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　書類選考、面接
※　面接の時期は、書類審査後に連絡します。
応募方法　2月28日㈪（必着）までに、履歴書（A4版）と保健
師免許証（写し）を提出する（郵送可）

応募先　福祉支援課障害担当（〒816ｰ8501春日市役所）

問い合わせ先　福祉支援課 障害担当
（584）1111 （584）3090障がい者生活等支援相談員（嘱託）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、テ
レ

ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、洗
濯
機
、衣
類
乾
燥
機
を
処
分
す

る
と
き
、こ
れ
ら
を
確
実
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
た
め
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支

払
っ
て
小
売
業
者（
家
電
販
売
店
）な
ど

に
引
き
渡
す
よ
う
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

廃
家
電
製
品
を
引
き
渡
し
た
際
に

は
、適
正
に
処
分
し
た
こ
と
の
証
明
と

な
る｢

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券｣

が
発
行
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、無
料
で
家
電
製
品
を
回
収
す

る
と
広
告
し
な
が
ら
、実
際
は
有
料
で

回
収
す
る
業
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、そ

の
行
為
が
法
令
に
違
反
す
る
無
許
可
営

業
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
出
し
方

▽
以
前
購
入
し
た
店
や
こ
れ
か
ら
購
入

す
る
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

▽
ベ
ス
ト
電
器
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト

福
岡
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

（
６
５
１
）９
１
６
１

▽
地
区
の
担
当
収
集
業
者
に
引
き
取
っ

て
も
ら
う

問
い
合
わ
せ
先

▽
ご
み
減
量
推
進
課

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
環
境
指

導
課（

５
１
３
）５
６
１
２

家電製品の処分について
適切な方法で処分しましょう

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

40
歳
以
上
の
春
日
市
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
に

対
し
て
、生
活
習
慣
病
予
防
に
重

点
を
置
い
た「
特
定
健
康
診
査
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
の
受

診
期
間
は
２
月
ま
で
で
す
。受
診

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、病
気
の

予
防
、早
期
発
見
の
た
め
積
極
的

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、特
定
健
康
診
査

受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。紛

失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
春
日
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、昭
和
10

年
７
月
２
日
〜
昭
和
46
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

受
診
方
法　
市
が
指
定
し
た
実
施

医
療
機
関
に
直
接
予
約

す
る

※　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
実
施
す

る「
集
団
健
診
」は
日
程
が
終
了

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
健
診
内
容
に
つ
い
て　

健
康
課

　

（
５
０
１
）１
１
３
４

　

（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
受
診
券
に
つ
い
て　

国
保
年
金

課
国
保
担
当

特定健康診査を受診しましょう
今年度の受診期間は２月まで

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141
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一部の地域で変わります
水道メーターの検針月・料金の請求月

　春日那珂川水道企業団では、2カ月に一度、全地区を対象
に偶数月の21日から月末にかけて検針を行っています。
　今回、給水（検針）戸数に伴って増加する業務量への対応
や経費節減などの経営改善を目的として、給水区域を奇数
月検針地区と偶数月検針地区の2地区に分けた水道メー
ターの検針を5月から行うこととしました。
　これにより、奇数月検針地区の皆さんは、検針日が奇数月
の21日から月末までに変わり、料金の請求はその翌月とな
ります。
※　平成23年度については、経過措置として従来通りの4
月検針の後、翌5月に検針を行い、1カ月分の料金を請求
することとなります。その後は奇数月検針を継続します。

変更地区（奇数月検針地区）　桜ヶ丘、日の出町、須玖北、須
玖南、岡本、弥生、小倉、小倉東、原町、春日、大谷、伯玄
町、若葉台西、若葉台東、ちくし台、紅葉ヶ丘西、紅葉ヶ
丘東、昇町、大和町、宝町、光町、千歳町、春日原東町、春
日原南町、春日原北町、春日公園、惣利、平田台

※　左記以外の地区は偶数月検針地区として今まで通りで
変更ありません。
詳しくは、同企業団広報紙「水レター」２月号を見てく
ださい。

問い合わせ先　春日那珂川水道企業団料金課
（571）7002　 （574）4988

下水道課からのお知らせ
　水道企業団の水道メーターの検針月・請求月が、5
月から一部の地域で変わることに伴い、春日市から
直接下水道使用料を請求している人（井戸使用者な
ど）で、水道企業団の奇数月検針地区に該当する人に
ついても、同様に変更となります。
問い合わせ先　市下水道課庶務担当

（584）1111　 （584）1143

認
知
症
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
を

な
く
し
、認
知
症
の
人
を
家
庭
・

地
域
で
支
え
る
た
め
に
、筑
紫
地
区
４

市
１
町
共
同「
も
の
わ
す
れ
相
談
事
業
」

が
始
ま
り
ま
す
。一
緒
に
認
知
症
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。一
部
、事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

期
日　
３
月
５
日
㈯

場
所　
筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
二ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南
１
ー

９
ー
３
）

内
容・時
間

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員　
60
人（
申
込
先
着
順
）

予
約
方
法　

2
月
4
日
㈮
以
降
に
、

電
話
で
予
約
す
る

予
約・問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
市
介

護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
担
当

（
９
２
３
）１
１
１
１

○
認
知
症
専
門
医
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

認
知
症
の
予
防
と
治
療
に
は
、専

門
医
へ
の
早
期
受
診
が
大
切
で
す
。

適
切
な
診
断
と
治
療
を
実
施
で
き
る

よ
う
専
門
医
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

予
約
方
法　

2
月
4
日
㈮
以
降
に
、

電
話
で
予
約
す
る

予
約・問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
市
介

護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
担
当

（
９
２
３
）１
１
１
１

○
講
演（
予
約
不
要
）

時
間　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

演
題　
「
認
知
症
に
な
っ
て 

そ
し
て

今
を
生
き
る
」＆
コ
ン
サ
ー

ト「
あ
な
た
を
忘
れ
な
い
」〜

記
憶
が
な
く
な
っ
て
も
、あ

な
た
は
ず
っ
と
大
切
な
人
〜

講
師　
江え
じ
ま島
豊と
よ
ひ
こ彦
さ
ん（
認
知
症
ご
本

人
）、中な
か
し
ま島
七な
な
み海
さ
ん（
介
護
事

業
所
施
設
長
）、Ｓし

ょ

う

こ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

さ
ん（
音
楽
療
法
士
）

○
認
知
症
家
族
の
会・
介
護
相
談
コ
ー

ナ
ー（
予
約
不
要
）

　

認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
介
護
の

仕
方
な
ど
、何
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。経
験
者
が
丁
寧
に
相
談
に
応
じ

ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時

○
映
画
上
映「
明
日
の
記
憶
」（
予
約
不
要
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
２

時
40
分
〜
４
時
40
分

講演会「みんなで支えよう認知症」
筑紫地区共同ものわすれ相談事業

健康課 介護予防担当 　 （501）1134 （501）0051
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〜まちの話題や人の紹介〜

　大谷小学校PTAが「優良PTA文部科学大臣表彰」を受賞しました。
　これは、児童・生徒の健全な育成のために優秀な活動実績を上げてい
る全国のPTAを対象に贈られるもので、同校は、地域と連携した防犯活
動や運動会の開催などを行っていることが評価されました。
　受賞を受け、PTA会長の香

かが わ
川純

よしひさ
久さんは「特別なことをしているとい

う考えはないので、市内の学校の活動レベルが高いおかげだと思います」と話してくれました。
　また同表彰を、昨年は春日西中学校、一昨年は日の出小学校が受賞しており、春日市としては3年続けての受賞。
井上市長は「毎年春日市から表彰されるのはPTAの皆さんの活動が充実しているおかげです」と述べました。

大谷小学校PTA

優良PTA文部科学大臣表彰を受賞

　昨年11月27日、春日西中学校星雲ホールを会場に、市内全ての中学校
の新生徒会が一堂に会して、今年で3回目となる「春日市六中生徒会サ
ミット」研修が開催されました。
　これは、リーダー育成と各校の交流を目的に、コミュニケーション能力
の向上を目指すもので、春日市青少年育成市民会議が主催しています。

　この日は、各中学校の生徒会役員と担当の先生など、総勢120人が参加。午前中は役職別のワークショップや、コ
ミュニケーションについて学ぶ講座を行い、午後からは、高校生徒会役員OBの体験談を聴講、その後学校別で「こ
れから我が中学校が目指すもの」というテーマで、ワークショップが行われました。
　生徒会役員になったばかりの生徒たちは、これから一年間自分たちの生徒会活動をより良いものにしようと、熱
心に参加していました。この研修での貴重な経験を生かし、日本の将来を担う若きリーダーとして羽ばたいてほし
いと思います。
　また、8月にはこのメンバーで生徒会サミット実践発表会とシンポジウムも行われる予定です。

次代を担うリーダーを育成

「春日市六中生徒会サミット」研修

　昨年12月12日、塚原台地区公民館で、同地区在住の川
かわの
野正

まさとし
敏さんに、市から

長年のボランティア活動に対する感謝状を贈呈しました。
　川野さんは、塚原台3丁目の塚原台第1緑地に彼岸花を植え、丹精込めて育て
る活動を約20年にわたって続けています。「一番嬉しいのは近所の人も気付い
てくれるようになり、きれいだと言ってくれること

です」と川野さん。「元気でいる間は今後も球根を増やして、この場所を彼岸花の鮮やか
な赤色でもっといっぱいにしたい｣と抱負を語ってくれました。
　また、この日は地域の餅つき大会と文化祭も行われ、にぎやかな一日になりました。

川野正敏さんに対して

ボランティア活動を称え感謝状を贈呈
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「
お
宝
文
化
人
」作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

２
月
の
お
知
ら
せ

　

お
宝
文
化
人
の
作
品
や
活
動
写
真
な

ど
を
月
替
わ
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

ロ
ビ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

矢や
し
た下
善よ
し
お生
さ
ん
の
漬
物
関
係

資
料

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

活
動
の
様
子
を
紹
介

「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
活
動
発
表
会
」

　

子
ど
も
の
居
場
所
に
な
っ
て
い
る

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
活
動
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

地
域
や
サ
ー
ク
ル
で
子
ど
も
の

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

健
全
育
成
に
従
事
し
て
い
る
、

ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
、今
後

活
動
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
な
ど

日
時　

２
月
20
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
：
午
後

１
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
平
田
台
公
民
館

英
語
活
動
の
学
習
発
表
）

▽
広
場
活
動
の
発
表（
松
ヶ
丘
公
民
館
、

春
日
原
公
民
館
、谷
っ
子
広
場
、大
土

居
・
塚
原
台
広
場
）

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

テ
ー
マ
：「
無
理
な
く
、継
続
可
能
な

広
場
に
す
る
に
は
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
森も

り
た田
明あ
き
た
か敬

さ
ん（
福
岡
県
新
社
会
推
進
部
青
少

年
課
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
室
事

務
主
査
）

申
込
方
法　

２
月
15
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ア
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

ふ
く
お
か“
き
ず
な
”

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

　

㈶
福
岡
県
地
域
福
祉
財
団
で
は
、全

て
の
人
が
楽
し
く
参
加
で
き
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

期
日　

２
月
20
日
㈰

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容
・
時
間

▽
式
典
・
講
演
会

午
前
10
時
〜
正
午

▽
障
が
い
児
者
自
立
支
援
施
設
授
産
品

フ
ェ
ア
、食
バ
ザ
ー

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
別
分
科
会

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　

同
財
団
振
興
課

（
５
８
２
）２
３
９
６

（
５
８
２
）２
４
１
５

http://w
w
w
.fp-kikin.or.jp/

九
博
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

「
博
物
館
っ
て
本
当
に
楽
し
い
よ
！
」

　

九
博
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

す
。手
で
触
れ
て
遊
び
、自
分
で
作
っ
て

遊
び
、楽
し
く
面
白
く
身
体
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

九
州
国
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ホ
ー
ル
他（
太
宰
府
市
石い

し
ざ
か坂

４
ー
７
ー
２
）

内
容　

わ
た
し
は
遣
唐
使
！（
人
間
す
ご

ろ
く
）、チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
て

見
て
遊
ぼ
う
！
、ち
び
っ
こ
探
検

隊（
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
）、ハ
ニ
ワ
色
付
け
体
験
、各

種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

※　

２
月
15
日
㈫
〜
20
日
㈰
は
、筑
紫

地
区
児
童
画
展
も
同
時
開
催
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

九
州
国
立
博
物
館

０
５
０（
５
５
４
２
）８
６
０
０（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

平
成
22
年
度

全
自
衛
隊
美
術
展

　

隊
員
と
そ
の
家
族
が
余
暇
活
動
を
通

じ
て
創
作
し
た
作
品
の
う
ち
、優
秀
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　

鑑
賞
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈮
〜
24
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

全
自
衛
隊
美
術
展
入
賞
作
品

（
絵
、書
道
、写
真
）の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　

航
空
自
衛
隊
春
日
基

地
広
報
班

（
５
８
１
）４
０
３
１（

２
４
２
１
）

精
華
女
子
短
期
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
８
回
定
期
演
奏
会

日
時　

２
月
11
日
㈮

午
後
２
時
〜
4
時（
開
場
：
午
後

１
時
）

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
１
ー
１
）

曲
目　

喜
歌
劇「
こ
う
も
り
」序
曲
、バ

イ
オ
リ
ン
と
ビ
オ
ラ
の
た
め

の
協
奏
交
響
曲
変
ホ
長
調
Ｋ
・

３
６
４
、交
響
曲
第
４
番
ヘ
短

調
Ｏｐ
・
36

入
場
料　

１
０
０
０
円（
小
学
生
以
下

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
短
期
大
学

（
５
９
１
）６
３
３
１

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

　

同
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）で
は
、水

泳
を
は
じ
め
、水
中
運
動
・
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
の
時
間
は
自
由
で
す
が
、事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

３
歳
以
上
の
人

料
金（
消
費
税
込
み
）

▽
３
歳
〜
中
学
生　

30
分
１
５
７
５
円

▽
高
校
生
以
上
65
歳
未
満　

30
分

２
１
０
０
円

▽
65
歳
以
上　

30
分
１
５
７
５
円

問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州（
温
水

プ
ー
ル
指
定
管
理
者
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５
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情報ひろば

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.ne.jp

よ
り
よ
い
介
護
を
す
る
た
め
に

「
介
護
を
考
え
る
交
流
会
」

　

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」と
春
日
市
社
会
福
祉

協
議
会
は
、介
護
を
し
て
い
る
家
族
と

そ
れ
を
支
援
す
る
施
設
・
病
院
と
行
政

が
一
緒
に
話
し
合
い
、こ
れ
か
ら
よ
り

良
い
介
護
を
す
る
た
め
に
、交
流
会
を

行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

２
月
17
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階

大
会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

介
護
保
険
を
考
え
る
、サ
ー

ビ
ス
の
利
用
の
仕
方

問
い
合
わ
せ
先

▽
同
会「
ひ
だ
ま
り
の
会
」

　

（
５
８
２
）５
７
９
８（

兼
用
）

▽
同
協
議
会

　

（
５
８
１
）７
２
２
５

　

（
５
８
１
）７
２
５
８

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

生
活
機
能
の
低
下
に
よ
り
、日
常
生

活
を
営
む
こ
と
に
支
障
が
あ
る
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

講
座
終
了
後
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
で
き
る
人

日
時
・
内
容

▽
１
日
目　

３
月
４
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容　

春
日
市
の
福
祉
施
策
の
現
状

と
課
題
、地
域
福
祉
の
推
進

力
、高
齢
者
・
認
知
症
高
齢
者

の
基
礎
知
識
、サ
ポ
ー
ト
す

る
と
き
の
マ
ナ
ー

▽
２
日
目　

３
月
７
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

内
容　

地
域
の
新
た
な
支
援
活
動

（
安
心
生
活
創
造
事
業
）、修

了
証
渡
し
、事
務
連
絡
な
ど

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室（
昇
町
３
ー

１
０
１
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

２
月
25
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

健
康
と
ふ
れ
あ
い
の

初
心
者
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
で
、初
心
者
教

室
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

日
時

▽
Ａ
コ
ー
ス　

２
月
13
日
㈰
〜
３
月
13

日
㈰
の
毎
週
日
曜
日

午
後
７
〜
９
時

▽
Ｂ
コ
ー
ス　

２
月
14
日
㈪
〜
３
月
14

日
㈪
の
毎
週
月
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

▽
Ｃ
コ
ー
ス　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
16

日
㈬
の
毎
週
水
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

▽
Ｄ
コ
ー
ス　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
16

日
㈬
の
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

▽
Ｅ
コ
ー
ス　

２
月
17
日
㈭
〜
３
月
17

日
㈭
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市
博

多
区
銀ぎ

ん
て
ん
ち
ょ
う

天
町
３
ー
５
ー
15
）

参
加
費　

各
コ
ー
ス
５
週
間
で
３
０
０
０

円（
貸
靴
代
含
む
）

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

各
コ
ー
ス
の
開
始
日
前
日

ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ウ
ル
内
）　

楢な
ら
ざ
き崎

（
５
８
１
）０
１
２
２

（
５
８
５
）５
５
９
８

認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る
教
室

参
加
者
募
集

　
「
脳
を
使
う
生
活
」と「
健
康
な
体
」を

心
掛
け
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の
教

室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上

の
人

期
日
・
内
容

▽
２
月
23
日
㈬

「
脳
の
機
能
を
鍛
え
る
」

▽
３
月
２
日
㈬

「
脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
運
動
」

▽
３
月
９
日
㈬

「
脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
口こ

う
く
う腔
機

能
の
向
上
」

▽
３
月
16
日
㈬

「
認
知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
食
事
」

▽
３
月
23
日
㈬

「
脳
の
機
能
を
維
持
す
る
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。体
力
に

合
わ
せ
て
７
km
と
４
・
５
km
の
２
コ
ー

ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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み
ん
な
で
子
育
て

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

　

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

と
手
伝
い
を
し
た
い
人
が
支
え
あ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

す
が
で
は
、「
お
ね
が
い
会
員（
子
育
て

の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
人
）」に
な
る

た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
３
カ

月
以
上
・
先
着
20
人
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

※　

子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
3（
大
谷
６
ー
24
）

申
込
方
法　

２
月
25
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

※　

詳
し
く
は
、市
役
所
ロ
ビ
ー
、ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ

ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）、す
く
す
く
プ

ラ
ザ（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）に
置
い

て
い
る
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

（
５
８
４
）７
７
０
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fukuo
ka.jp

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ケ

丘
１
ー
４
）

材
料
費　

粘
土
５
０
０
グ
ラ
ム
当
た
り

２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
12
日
㈯
〜
３
月
11
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
直
接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館
窓
口
で
住
所
、氏
名
、年
齢

（
小
学
生
以
下
の
み
）、電
話
番

号
、希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　

施
設
ご
と
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
、食
品
衛
生
責
任
者
と
し
て
の

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
、受

講
を
希
望
す
る
人

日
時　

３
月
２
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

※　

途
中
の
入
退
場
は
認
め
ま
せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
・
那
珂
川
町

に
居
住
、ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

３
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
北
出
張
所
救
急
係

　

（
５
８
９
）０
１
１
９

　

（
５
８
９
）０
０
９
９

▽
本
署
救
急
係

　

（
５
８
４
）１
１
９
９

　

（
５
８
４
）１
１
６
１

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。作
っ
た
作
品
は
窯
で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

３
月
12
日
㈯

受
講
料　

８
０
０
０
円

※　

講
習
会
終
了
後
に
修
了
書
を
交
付

し
ま
す
。

定
員　

２
８
０
人

※　

会
場
の
都
合
に
よ
り
、筑
紫
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
管
内
で
現
に
営
業

し
て
い
る
人
を
優
先
し
て
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
、講
習
会
名
を
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
食
品
衛

生
協
会

（
５
７
５
）５
０
５
６

（
９
８
２
）８
３
１
９

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

２
月
17
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

２
月
８
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
は
収
入

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
、遺
言
、相
続
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
筑
紫
出
張
所

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）

春
日
市
健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
舞
踊
会
員
募
集

　

音
楽
に
の
っ
て
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
１
・
３
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

寿
菊
会　

栗く
り
や
ま山

（
５
８
２
）５
８
３
４（

兼
用
）
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情報ひろば

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月・水・木・金曜日
時　間　午前10時～午後3時
場　所　市役所2階
　　　　春日市消費生活センター☎（584）1155（直通）

「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」と来る 
“ 高額本 “ の訪問販売

　「戦時中の話を聞きたい」と、あたかも取材だけが目的であるかのよ
うに高齢者宅を訪問し、長時間話を聞き、断りにくい状況にした上で、
体験談を載せたと称する本を高額で売りつける、というトラブルが発生
しています。この他にも、シベリア抑留時の苦労話、国鉄職員や教員
のときの体験談など、本のテーマはさまざまです。
○相談事例
「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」と、突然男性が来訪した。初
めは玄関で対応していたが、メモを取るのに家に入れてくれと言われ、
座敷に通した。2時間ほど話した後、「今の話を記事にして載せた本
を作るので、買わないか」と急に本の購入を勧められた。6万8000円
と高額だったが、自分の話を長時間熱心に聞いてくれた相手に対し断
るのは悪いと思い、2万円を申込金として支払った。
後日、以前出席した行事の名簿を使って、他の出席者にも勧誘をし

ていたことが分かった。不審なので、解約したい。
○トラブルにあわないために
長い時間話を聞いてくれたからといって、相手に遠慮することはあり

ません。必要がなければきっぱりと断りましょう。また、見知らぬ人を家
に上げることに対しては慎重に判断しましょう。契約してしまっても、法
律で定められた契約書面を受け取ってから8日以内であればクーリン
グ・オフが可能です。市の消費生活センターに相談してください。

レ
シ
ピ
大
募
集
！

第
１
回
漬
物
コ
ン
ク
ー
ル

　

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
、家
庭
の

漬
物
レ
シ
ピ
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん

か
。浅
漬
け
と
ぬ
か
漬
け
は
試
食
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

今
ま
で
行
わ
れ
た
漬
物
講
習
会
に
参

加
し
た
人
も
し
て
い
な
い
人
も
、気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

出
品
対
象　

漬
物
レ
シ
ピ

※　

特
に
浅
漬
け
・
ぬ
か
漬
け
を
募
集

し
ま
す
。こ
の
２
点
は
、当
日
実
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
員
代
表　

矢や
し
た下
善よ
し
お生
さ
ん（
㈱
樽

味
屋
代
表
取
締
役
・
漬
物
研

究
家
）

応
募
方
法　

２
月
18
日
㈮
ま
で
に
、郵

送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
規
定
の
用

紙
に
レ
シ
ピ
を
記
入
し
て
送
る

※　

用
紙
は
社
会
教
育
課（
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）、㈱
樽
味
屋
に
置

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
漬
物

名
人
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

（
〒
816
ー
０
８
４
５
白
水
ヶ
丘

３
ー
37
㈱
樽
味
屋
内
）

（
５
７
４
）７
９
８
９

（
５
７
４
）８
０
０
４

yashita@
tarum

iya.com
http://w

w
w
.tarum

iya.com

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
体
験
王
国「
壊
し
て
み
よ
う
！
」

日
時　

２
月
19
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

ラ
ジ
オ
や
時
計
の
分
解

参
加
費　

１
０
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

ド
ラ
イ
バ
ー

申
込
期
限　

２
月
18
日
㈮

○「
お
い
で
よ
み
ん
な
の
遊
び
場
」ぶ
ど
う

の
庭
に
冒
険
遊
び
場
が
や
っ
て
く
る

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

２
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰（
雨
天

中
止
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

群
遊
び
、陣
取
り
、缶
け
り
な
ど

参
加
費　

無
料

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2.csf.ne.jp/~m

achi
cen/

子
育
て
女
性
の
た
め
の

合
同
企
業
面
談
会

　

県
で
は
、子
育
て
中
の
女
性
の
就
職

を
支
援
す
る
た
め
、合
同
企
業
面
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、会
社
説
明
と
面
接
を
行

い
ま
す
。ま
た
、就
職
活
動
の
た
め
の

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」も

同
時
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

対
象　

県
内
在
住
で
お
お
む
ね
18
歳
以

下
の
子
を
養
育
中
の
人

※　

託
児（
６
カ
月
以
上
）が
必
要
な
人

は
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
15
日
㈫

正
午
〜
午
後
４
時
30
分（
受
付
：

〜
午
後
４
時
）

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
７
階
中

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
４
ー
２
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具

託
児
な
ど
の
申
込
先　

㈱
Ａ
Ｃ
Ｒ「
子
育

て
女
性
職
業
紹
介
事
業
」事
務
局

（
７
１
５
）０
７
７
４

（
７
８
１
）６
１
０
５

問
い
合
わ
せ
先　

県
新
雇
用
開
発
課

（
６
４
３
）３
５
８
６

（
６
４
３
）３
６
１
９

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
1
月
15
日
号
に
掲
載
し
た
入
学
説

明
会
・
子
育
て
講
演
会（
９
ペ
ー
ジ
）と
子

宮
頸け
い

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
指
定
医
療
機
関（
12

ペ
ー
ジ
）の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
入
学
説
明
会
・
子
育
て
講
演
会

訂
正
箇
所
　春
日
東
小
学
校
の
電
話
番
号

訂
正
後
の
電
話
番
号

▽
（
５
０
１
）０
２
１
１

○
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
指
定
医
療
機
関

訂
正
箇
所　

ま
た
け
内
科
胃
腸
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
住
所

訂
正
後
の
住
所

▽
須
玖
南
２
ー
１
０
４
ー
１
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◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくだ
さい。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。2月1日（火）午後5時以降に申し込ん

でください。受け付けは午後 6 時までです（電話可・小学生以上は原
則として本人申込）。なお、申し込みは一人1行事までとし、行事によっ
ては市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い
合わせてください。

2月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

4日（金）
ニコヨチ映画祭（10ぴきのかえるなど）　
午前10時30分〜11時30分（受付：午前10時15分〜）

5日（土）
道場やぶり！　午前10時30分〜11時30分
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

6日（日）
屋上で遊ぼう！（インラインスケート） 　
①午前10時30分〜11時、10人　②午前11時〜11時30
分、10人　※雨天時は12日㈯に延期

8日（火）
こんにちわ！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

13日（日）
わくわくクッキング（ハッピーチョコレート）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

19日（土）
わんぱく広場（スポーツチャンバラ）
午前10時30分〜11時30分

23日（水）
ママの“ホッ”とタイム（エアロビでリフレシュ！）
午前10時〜正午、15人、500円 
※託児は17日㈭までに要申込（1人500円）

25日（金） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分

26日（土）
作ってわくわく（糸電話作り）
午前10時30分〜11時30分

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：2日㈬　  ▶毛勝：4日㈮、25日㈮
▶光町：10日㈭　▶白水：16日㈬ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：18日㈮　▶毛勝：10日㈭
▶光町：24日㈭　▶白水：3日㈭

　午前10時30分〜
（1時間程度）

  7日㈪、11日㈮、
14日㈪、15日㈫、
21日㈪、28日㈪

ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：24日㈭、25日㈮
▶毛勝：2日㈬、3日㈭、16日㈬、17日㈭
▶光町：3日㈭、4日㈮、17日㈭、18日㈮
▶白水：17日㈭、18日㈮

2日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時
5日（土） Let's スポーツテスト　午後2時〜3時

6日（日）
楽しいクッキング（チョコレートクッキー・小学校低学年
向け）　午前10時30分〜正午、10人、150円 

9日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

12日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場（しゃぼん玉さん）　午後2時〜2時30分

13日（日）
楽しいクッキング（ガトーショコラ・小学校高学年向け）
午前10時30分〜正午、10人、150円 

16日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

19日（土）
インラインスケート教室
午後1時30分〜3時、12人  ※雨天時は26日㈯に延期

22日（火）
ママの“ホッ”とタイム（身体を動かしてリフレッシュ）
午前10時〜正午、10人 
※託児は12日㈯までに要申込（1人500円） 

23日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時
27日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

5日（土） 遊び名人さんとあそぼう!（ダーツゲーム）　午後2時〜3時

6日（日） 道場やぶり！　午後2時〜3時

8日（火）
こんにちわ！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

13日（日）
バレンタイン♥パーティ（チョコフォンデュ＆うらない）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

19日（土）
けかつDE映画だよ!　午後3時30分〜4時30分

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

20日（日） 作って遊ぼう！（ジャンボヨーヨー）　午後2時〜3時

23日（水） おはなし・だいすき　午前11時〜11時30分

26日（土）
運動あそび・けかつの愛ちゃんをさがせ（卓球大会）
午後2時〜3時

27日（日）
かんたんクッキング♪（チョコボール）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

1日（火） たのしいおはなし　午前11時〜11時30分
5日（土） 道場やぶり！（カーリング対決）　午後2時〜3時

8日（火）
こんにちわ！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

12日（土）
遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜11時45分、場所：春日野小ときめきホール

13日（日）
ピカピカ☆クッキング（バレンタイン♥チョコケーキ）
午前10時30分〜正午、12人、100円 
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

19日（土） かんたん工作（ぱずる・パズル・puzzle）　午後2時〜3時

22日（火）
みんなでおめでとう！（2月生まれのお誕生会）
午前11時〜午前11時30分

25日（金）
ママの“ホッ”とタイム（ハートフル＊ニット）
午前10時〜11時30分、10人、200円 
※託児は18日㈮までに要申込（1人500円） 

26日（土）
ぽかぽか工作（毛糸でボンボン）
午前10時30分〜正午、10人、50円 

27日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
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市の人口　12/31 現在

◎総人口  109,558人
（前月比ー6）

女 　56,202人

男　 53,356人

◎世帯数  44,388世帯

◎増      ●転入       425人

　　●出生         85人

●その他増 　 0人

◎減       ●転出 　  406人   

●死亡        53人

●その他減  57人

 上
うえ

野
の

 珠
み は な

花ちゃん（ちくし台）
平成22年2月2日生

 古
こ が

閑 海
かい

都
と

ちゃん（春日原北町）
平成20年2月5日生

 蒲
かもはら

原 優
ゆう

璃
り

ちゃん（下白水北）
平成21年2月4日生

 大
おお

賀
が

 光
こう

貴
き

ちゃん（日の出町）
平成22年2月6日生

 松
まつ

尾
お

 絆
き ず な

菜ちゃん（一の谷）
平成21年2月10日生

2月前期

4
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
3
月
１
日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　

第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役所／第1水曜日8時30分以降の平日に電
話予約／先着15人

◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333
第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／ 13時 〜 16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の
上予約

◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999
月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／県
消費生活センター（県庁内）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225

水曜日／ 13時 〜 16時／春日市社会福祉センター 4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111 ／第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合
庁舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）

女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン
◆女性総合相談　☎（584）1266

火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（金曜日は18時 〜 20時30
分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343 ／ 24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障害者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783

年中無休／ 24時間
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　

▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931 ／月〜金曜日／9時 〜 16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時〜 15時／第2・4水曜日：18時30分〜 20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階お客様サロン



　「鬼は外、福は内！」もうすぐそんな声が聞
こえてくる季節になりました。
　節分といえば豆まき。大人になった今では
鬼のお面をかぶった父親に勢いよく豆を投
げる・・ということはしませんが、今でも小さな
声で「鬼は外、福は内」とつぶやきながら家の
至る所に豆をまいています。
　節分のいわれを調べてみると、元々は「季
節の分かれ目」の意味で、季節の始まりを示
す立春、立夏、立秋、立冬のそれぞれの前日
を指していたそうです。また、この日に豆をま
くのは穀物や果実には「邪気を払う霊力」が
あると考えられているからとのこと。
　「年の数＋1だけ拾って食べる」という風習
があるのも知っていますが、毎年確実に多め
に食べてしまう私。今年も栄養満点のお豆を
好きなだけ食べながら、一年の無病息災を
祈ろうと思います。
                                                      Y

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

定じ
ょ
う
ば
ん盤
分
水
施
設

　江戸期、須玖村庄屋の武
たけすえ

末新
し ん べ え

兵衛が白水池の
水を須玖村に引くために、白水池の水利権を持
つ上白水と下白水の庄屋の許可と協力を得て工
事した天神山３丁目に現存する施設です。
　6月になると田植えをする3日前から白水大池
の取水塔の水門が開けられます。放水された水
は、定盤分水施設の水門の高さと幅によって、上・
下白水、須玖に流れる量が振り分けられます。

大土居

紅葉ヶ丘1

春日西中

天神山小

春日南中
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